
高野山こども園説明会質疑応答 
質問者：保護者 回答者：町長・担当者 

Q 建設場所はここで（中学校敷地等）で決定ですか。 

A 方針はここに建てることに決めましたが、決定は議会の承諾が必要です。このような会も議会軽視だと

いう議員さんもいらっしゃいますが、それでは話が進まない。今日は、方針をお伝えに来ました。 

 

Q 配付資料のスケジュールだと 6 月までに考えをまとめないとダメなように思います。いつまでにまとめ

るのですか。延長できるのですか。 

A 今日は建てていく方向ですという方針を伝えに来ました。今のまでの説明会の中でそんな建物はいらな

いよ。小学校は現状維持で、中学校だけ建て直せばいいんじゃないかという意見もある。いろんな意見

を聞いて、いろんな建物の配置なんかも作ってアンケートを実施するなど、どんどん意見交換したい。 

  

Q 町としてここまでに決めないといけないという期限があるようですので、町として本決まりになるのは

議会の承認が必要ということですが、予算など本決まりになるのはいつですか。 

A 要求水準書を平成 31 年度の冬前には仕上げたい。住民の方や学校の先生の意見をまとめたものです。

それを事業者に開示します。それで事業者を募集します。大きく予算が動きだすのは 32 年度の当初予

算から入ってくるかなと思っています。 

Q ということは 32 年度の予算にこの事業が盛り込まれるということですね。それを議決したところが本

決まりということですね。ということは 32 年度の予算を審議する議会はいつになりますか。 

A 事業者が設計に入りますので、設計に関する予算には 32 年度に入れる予定です。事業者選定に必要な

ことは 31 年度の 9 月か 12 月の議会で決めなくてはなりませんね。 

 

Q 来年度の夏ごろから冬にかけて決まるということですね。 

A そうですね。今までワークショップを何度か開催しているが参加者に波がある。関心をつかめていない

のも分かるし、PR 不足というのもある。でも自分事だと考えてほしい。何回もワークショップを開い

ていくなかでアンケートの結果とか、具体的な話になっていく。保護者だけではなく、高齢者の方やこ

ども園にまだ入園していない保護者の方々からも意見を聞きたいと思っています。こども園の保護者の

方々が一番利用する施設になると思いますので考えておいてください。関心度で言えばこども園の保護

者が一番高く、小学校、中学校の順で低くなっていくのかなと思う。みんなの意見を聞いて建てたのだ

から文句は言わないでねってものではなく、みんなで学校を作ることを今回やろうと思っています。 

 

Q 中学校の周辺に学校を建てようとすると工事期間が 2 年間程度ということですが、その間、中学生はど

こで勉強とかスポーツ関係とかするのですか。計画に入っていますか。 

A そのことについて教育委員会と協議中ですが、行政としては中学校を更地にして敷地を有効に使いたい

と思っている。移転先としては小学校や大学の空き教室を利用できないかと考えている。クラブとか体

育とかは移動が必要なので送迎とか必要かもしれない。しかし、中学校としては、教育環境を変えず、

引っ越しはできる限り 1 回にしたいとの考えがありますので話をしていかなければなりません。 

 

Q 中学校の 2 年間は重要な期間になると思いますのでどうお考えなのかなと思ってお尋ねしました。 

A 中学校としては、教育環境を変ず、引っ越しはできる限り 1 回にしたい。新しい施設を建設した後に移

動だけしたい。そのあとに中学校を撤去してほしいということを望まれています。工事の工程とか土地

の有効利用を考えなくてはならないが子供には迷惑をかけたくない。また、工事期間中も園児、生徒が

通う場所ですので工事期間中に危険性がないのか、そのあたりは十分考えなくてはならない。仮校舎、

仮園舎を建てることは、非常にコストがかさむのでできればそこは避けたい。 

 

Q いただいている書類、高野町の目指す一貫教育の教育理念が高野町の教育理念になると思う。視点２が

メインになると考えると町長の思いでいいのですが、どんな施設をイメージしていますか。もしくはこ

ども園をもっと豊か・心を育てるのであれば遊ぶところをもっと増やすべきだと思うし、砂場であれば

手を動かし、健全な体をつくるに役に立つが使える期間が少なかったりする。高野町の特有、または何

かに特化していく、健全な体をつくるのにはそれにあった施設、勉強に特化するなら、それにあった施

設、宗教都市としてなら、それが学べる施設や雰囲気が反映されると思います。いろんなこども園が

様々な特徴を出してきているが、町の理念とこども園の理念と小中学校の理念と変わってくるのかなと

思うのですがどんなことを考えていますか。 



A 小中一貫校を目指すなかで教育委員会と推進委員会でひな形を作ってもらった。できれば宗教をいれて

ほしいと要望した。公立の学校で宗教ということをいれることはどうなのかということが教育委員会等

で議論になった。でもこども園ではお大師様のことを教えてもらったりしている。高野山という場所は

宗教を文化としてとらえて育っていく場所である。そういうことを感じられるというかお大師様に感謝

の気持ちをもって手を合わせること、命とか人を思うことを学べる場所にしたと思う。 

高野山小学校の学校林、町有林の木を校舎の一部に使用して、できる限り木質化していきたい。 

公共施設を建てたいということでなく、人口が減少、高齢化するなかで施設を縮小・集約化とかすると

いう考え方でなく、その施設を全国から足を運んで見に来てもらう、是非この場所で勉強を教えたい、

保育がしたいという人が来てもらえる動機づけとなる施設にしたいという思いもある。 

 

Q 小中一貫校を建てるということで来させていただいた。これからの高野山で子育てをすることを考える

と人口 3000 人を切ろうとする町で小学校と中学校が離れているというよりは、一カ所に集中させた

方が財政的にもいいと思うし、社会に出ていくにあったっていろんな生徒とかかわり、社会に適用でき

る人に育ってほしいと思う。語学力も PC のスキルなどそういって教育も強化していってもらいたい。 

 

Q 何回かワークショップに参加しているが、大体の流れというのは参加してくれている人は把握している

が、初めて参加される方がいると今までの流れを説明していると時間がとられる。もう少し説明会とか

アピールしていただきたいと思う。あと子供をもつ親でもこのことを知らない方が多い。行っても無駄

だと思っている方も結構いる。今回本気なのだぞっていう姿勢を見せてほしい。 

A 今回の説明会で出た意見は全家庭に配布したいと考えている。ワークショップで出た意見も回覧を使っ

て全戸配布していく。議論を進める方法かなと思っている。 

 

Q 通学路が一番心配です。狭い所を低学年の子供が安全に通学できるのか。スクールバスで送迎という話

もありましたが、それが本当に毎日送迎できるのか？あと少し道路とか整備が必要なのではないかと思

う。今でも青い線を引いていただいたり、整備していただいているが、歩道が変わる場所が非常に危険

を感じる。そういう整備も視野に入れて話を進めてほしい。 

A 今、鶯谷地区に住んでいる小学校の低学年が小学校に通っているのに対応してないのはどういうことな

のって意見もあり、そこについては謝るしかありません。今の考えとしてはできるだけ町なかは子供た

ちが歩いてほしい。登校時は今の役場まで歩いてもらってからスクールバスに乗っていただく。下校時

は何便かを学校から役場まで巡回させる。災害や危険なことがあればそれに対応して巡回してもらうと

いうことも必要かと思う。小中学校は教育委員会が管轄で、こども園が高野山学園に指定管理していた

だいている。こういったなかでしっかりと連携をとっていくようにしたいと思います。 

 

Q こども園と小学校と中学校が一貫しているところってほかの市町村でありますか。 

A あると思います。小学校、中学校の一貫教育については、小中学校の保護者・学校の先生が視察に行っ

てレポート等の報告は受けています。また、今月の中ごろには小中一貫推進会議が開催されるようで

す。そういうところで出た意見は住民の方にお伝えできたらと思います。事例は今把握していません。 

A 広島県の三原学園というところが幼小中一貫教育を実施しています。このあたりも研究していければと

思います。 

 

Q こども園から小学校・小学校から中学校へと環境が変わった方が子供たちの成長にもなったりするのか

なと思います。それが 15 年間一緒の空間で育つということは、高校に行ったり、社会で出るときにそ

の教育がよしと出るか反対に出るかということが気になったので質問させていただきました。 

A 教育委員会の中では、できる限り敷地内でこども園は場所を分ける。小学校を卒業したら中学校棟に行

くというできるだけ違う環境にしてという要望がある。例えばこども園が 1 階、小学校が 2 階、中学校

が 3 階みたいにしたら財源的にも負担が少なく建設できるかもしれないが、それは子供の成長の妨げに

なるかもしれないので全部を離してほしいという意見です。でも全部を離すと財源的な問題が生じるの

で建物の工夫をやっていかなければならない。 

 

 

 

 

 

 



Q 小中一貫に関して最初に聞いたときには驚いたがビジョンを聞くと小中一貫で学ばせることは、特に高

野山で暮らす人間としてはいろんなことを違う先生がバラバラであるよりは教育理念が一貫して同じ方

向を向きながら勉強やスポーツをすることはいいのではないか。基本的には賛成なのですが、気になる

のは公共施設の複合化ですね。公民館や図書室などはあるのは知っているが意外と使わない。それが学

校、役場の近くにあると利用しやすくなると思う。しかし、お年を召した方など使うとなると小中一貫

の場所に建築するとみなさんが行けるかということになる。複合化されることには賛成があるが、交通

の便の見直しを考えいただけると非常に使いやすくなると思う。 

A 複合化として遊び場があるし、図書館があるとか、日本中から見学者がくるような、町外の人が図書館

を利用しにくるような施設にできたらなという思いもある。カフェがあって高野山のことが学べる開放

的な空間にしたいなとも思う。高齢者との子供たちとがコミュニケーションの場にしたいので、たとえ

ばタクシ—を出すとかそんなことも考えたいなと思います。 

 

 

 


